
差別構造が生んだ暴言 

 

  写真は琉球新報サイト「機動隊員による沖縄を侮辱する暴言を

許さない!緊急集会」で抗議の声を上げる参加者(10 月 29 日午後、

東村高江 N1 地区ゲート前)。表題の朝日新聞 10 月 21 日社説を紹介しておきたい。 

 

耳を疑う暴言である。沖縄県の米軍北部訓練場のヘリパッド移設工事の現場で、抗議

活動をしていた市民に対し、大阪府警から派遣された機動隊員が差別的な発言をした。

インターネットの動画サイトに 2 人の隊員が「どこつかんどるんじゃ、ぼけ、土人が」

「黙れ、こら、シナ人」とののしる様子が投稿され、発覚した。ヘイトスピーチを想起

させる発言を、公務中の警察官がすることが不適切なのは言うまでもない。菅官房長官

は「発言は許すまじきこと」と述べ、警察庁が対応すると説明した。だが、市民とやり

あう現場で若い隊員が口にした言葉だけが問題なのではない。背景には、根深い沖縄へ

の差別意識とそれを生んだ日本社会の構造があり、その一端があらわになったと見るべ

きだ。「強い憤りを感じる」と語った沖縄県の翁長雄志知事の著書に、こんな場面があ

る。翁長氏が那覇市長だった 2013 年、沖縄の全市町村の代表らが東京・銀座でオスプ

レイ配備反対のデモ行進をしたとき、「売国奴」「琉球人は日本から出て行け」「中国の

スパイ」などの暴言を浴びたという。それだけではない。買い物をして素通りしていく

人の姿に、氏は「日本の行く末に対して嫌な予感がした」と書いている。 

明治以来、政府は沖縄に差別と苦難の歴史を強いてきた。先の大戦で本土防衛の「捨

て石」とされ、県民の 4 人に 1 人が犠牲になった。戦後も米軍統治の下で土地や権利を

奪われ、狭い県土に基地が集中した。そしていま、米軍普天間飛行場の辺野古への移設

計画をめぐり、たび重なる選挙で示された民意を、政府は踏みにじろうとしている。さ

らに、全国から数百人の機動隊員を沖縄に集結させ、ヘリパッド工事を強行するなかで

暴言が飛び出した。 

驚いたのは、大阪府の松井一郎知事が自身のツイッターに、「表現がある不適切だと

しても、大阪府警の警官が一生懸命命令に従い職務を遂行していたのがわかりました。

出張ご苦労様」と書き込んだことだ。 

沖縄の人々の気持ちや苦難を思い、寄り添う姿勢がみじんも感じられない。加えて記

者団には、工事への抗議活動に疑問を呈する発言までしている。こうした振る舞いがも

たらすものは、さらなる反発と混迷、そして沖縄と本土の分断でしかない。要職にあり、

国政にも一定の影響力をもつ自覚に欠けることはなはだしい。 

                            (2016 年 11 月 4 日) 


